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学生のみなさんへのメッセージ 
 ２０２３年４月に発足した新しい研究室です。初代メンバーとして一緒に研究室
を立ち上げてくれるメンバーを募集しています！ 
 
研究内容について 
 真核細胞は線状の染色体に遺
伝情報をコードしていますが、
老化した細胞やがん細胞は染色
体の一部が環状化した環状 DN
A を蓄積していることをご存知
ですか？環状 DNA が蓄積する
と DNA のコピー数（量）が増
加します。この環状 DNA は細
胞のがん化や老化を引き起こす
鍵を握っているだけでなく、未
知なるポテンシャルをもってい
ると期待しています。さらに、染色体上で一部の領域が重複や欠失を起こしても DN
A量が変化し、がんや様々な疾患の原因となります。私達の研究室では、 
  このようなDNA量変化はどのようにして引き起こされるのか？  
  引き起こされた際、どのような分子メカニズムで起こるのか？  
  その結果、生命機能にどのようなインパクトを与えるのか？ 
について理解したいと考えています。 
 
研究テーマについて 
１．環状DNAが生成される分子メカニズムの解明 
老化した細胞やがん細胞で蓄積している環状 DNA がどのような分子メカニズムで生成され
るのかを明らかにします。 
 
２．反復配列のコピー数が染色体上で変化する分子メカニズ
ムの解明 
リボソーム RNA をコードする遺伝子（rDNA）は真核細胞の染色
体上に縦列に並んだクラスターを形成しています。rDNA のコピー
数は通常、安定に維持されていますが、この安定化機構が破綻し
た際にどのような分子メカニズムで rDNA コピー数変化が起こる
のかを明らかにします（右図、アガロース電気泳動によって染色
体を分離した結果）。 
 
３．DNA量変化が細胞機能に与えるインパクトの解析 
１や２のような DNA 量変化が細胞機能にどのような影響を及ぼすのか、その病理的および
生理的機能を包括的に理解します。 
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PI について 
佐々木 真理子 
大阪大学工学研究科応用生物工学専攻における修士課程の途中に、
交換留学制度を利用して米国シアトルにあるワシントン大学に留学
しました。留学中に基礎研究の面白さに魅了され、米国ニューヨー
クにあるコーネル大学の Weill Cornell Graduate School of 
Medical Sciences/Memorial Sloan Kettering Cancer Center の
博士課程に進み Ph.D.を取得。米国での約 10 年間の生活を終え日
本への帰国を決断し、2012 年より日本学術振興会特別研究員(PD)
として国立遺伝学研究所、2015 年より東京大学定量生命科学研究
所（元：分子細胞生物学研究所）にて教員を務め、2023 年 4 月よ

り国立遺伝学研究所新分野創造センターにおいて新しく研究室を立ち上げました。 
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